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１. エリア分析結果について

エリア調査分析の方針

1

• 人流データとwebアンケート調査結果をもとに，買物公園の滞在・来街状況を分析

• 今回はデータ分析に基づき，来街者の行動と意識から現状の強み・弱みに係る課題感と特徴を整理

■人流データの概要
• 多様なアプリのユーザーの携帯電話位置情報デー

タを使用

• 取得期間：令和４年7月と令和５年2月

■前回提示した結果の概要
• 買物公園の通行量，滞在時間，来街者の滞在分布，

エリアの回遊状況を提示

⇒通行はしているが買物公園でのアクティビ

ティ（滞在・消費）につながっていない

分析に用いるデータ 分析方針 分析の視点エリア調査

人流データ

Webアンケート

■Webアンケート調査の概要
• Web調査会社のモニターを対象とするアンケート

調査を実施（8月）

• 全体で283,524人に配信し，旭川市・周辺８町が

1,120票（9割は旭川市），その他道内が1,292

票，道外が3,885票 を取得

■前回提示した結果の概要
• 買物公園の来訪状況（旭川市民），旭川市
民が感じている印象

⇒来街頻度や市外居住者によって過ごし方・

印象が異なる

■過ごし方と印象の関係性から強みと弱みを深堀

• 店舗・施設を回る人やリピーターに着目するなど，多数意見

と異なる傾向を分析

■市民以外の来訪状況と印象

• 買物公園での過ごし方と印象について，市民と異なる傾向を分

析

■回遊行動パターンの分析

• 若年層・高齢層による買物公園内での移動実態を把握し，特徴

的な回遊行動について特定ユーザーに着目した実態把握

• 時間帯による通行量の変化および買物公園の各通りにおける滞

在状況を把握

• 買物公園周辺に来訪した人の行動を分析し，買物公園への来

街・非来街から買物公園内へのニーズの把握

滞在

未来ビジョンや

取組施策へ反映

回遊

来街

空間



１. エリア分析結果について

分析結果から見えた課題と取組イメージ
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来街機会や目的が乏しい(p.3-4)

❶駐車場などの低未利用地が沿道に面することにより魅力が低下

❷大型商業施設の閉店など、目的となる施設が減少し，来街者を

逃している

消費や滞在を促す機能の低下(p.5-8)

❶周辺エリアからの寄り道先としての来街が多く滞在時間が短い

❷大型商業施設等が少ない４条以北の滞在時間が短い

❸駅前～2条に滞在者が集中し回遊がエリア全体に広がらない

❹駅前周辺の滞在者は4条以北の滞在者に比べ，回遊範囲が狭い

❺買物公園エリアの南北の移動は「人が歩いてもいいと感じる距

離」を超えるため回遊が少ない

❻自動車来街者の回遊範囲は駐車場を中心として広がりがあまり

ない

滞留・滞在者が少ない(p.9-10)

❶冬季にも集客できるポテンシャルがあるが，日常の来街に結び

ついていない

❷来街時の移動手段が来街機会や立ち寄りに影響している

◆分析結果からみえた課題
◆取組イメージ
■効果的な情報発信

• 情報発信を活用した新たな目的地づくり

• おしゃれな個人店等の魅力ある店舗のプロモーション促進

• 交通結節点におけるエリア情報発信

• 周辺エリア滞在者への来街を促すプロモーション

■滞在機能強化・回遊性向上

• デザイン創造都市ならではの滞在空間の創出

• 滞在が集中するゾーンからの回遊（移動）を促す仕掛けづくり

• 移動を促進する，エリアを回遊できるモビリティの導入

• 道路の自転車走行空間・利用環境の確保・整備

• 交通結節点・滞在が集中するゾーン・駐車場等へのモビリティハ

ブの設置（乗換できる場所）

■ブランディングされた街並みづくり

• 屋内におけるオープンスペースの設置

• 沿道建物のルール（用途，街並み，建築）づくり

■チャレンジできる仕組みづくり

• 沿道店舗やイベントの活動等の支援

• 事業者による空き店舗・低未利用地等の暫定的な利用の促進



１. エリア分析結果について

来訪機会や目的が乏しい
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• 買物公園全体の印象として「訪れる人が自由に好きなことができる」，「雰囲気がよく気持ちが落ち着ける」の評価が高い。

• 買物公園を訪れたときに感じた印象では「歩きやすさ」の評価が高いものの「沿道の魅力」に対する評価は高くない。
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買物公園へ訪れるタイミング

若年層 中年層 高齢層

若年層：n=88 / 中年層：n=343 / 高齢層：n=207

【複数回答】市内８町

来訪機会や目的が乏しい 沿道建物１Fの業態

買物公園
沿道

未利用地
延長
A

道路
延長
B

買物公園
延長C

未利用地
が面する割合

A/(C-B)

東側 293m
248m 1,045m

37％

西側 222m 28％

東側・西側 515m 上記×2 上記×2 32%

• 訪れるタイミングは「旭川駅やその周辺に来た時に寄る」ことが4割と最も多く，他の年代に比

べ若年層は通勤通学の通り道になっている割合が高い。

• 買物公園沿道に面する駐車場・空き店舗は約3割を占める。

➢ 大型商業施設の閉店などにより目的となる施設が減っていると考えられる。

➢ イベントや祭り等の開催時に行く場所になっているものの，日常的な来街に結びついていない。

延長は図上より計測し，未利用地が面する割合は，道路延長を除いて算出
未利用地は空きテナント・ビル，解体・解体中，建設中，駐車場

1
,0

4
5

m
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１. エリア分析結果について

消費や滞在を促す機能の低下
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• １度の滞在時間は10分～1時間未満が約５～６割を占めており，特に20代は１時間未満の割合が高い。

• ４条以北の滞在者は，以南と比べると１時間未満の割合が高い。

➢ 買物公園エリアは立ち寄り先になることが多いことから１時間未満の滞在が多いと考えられ，複数のテナントがある大型商業施設

等の少ない４条以北は、よりその傾向が現れていると考えられる。

■１度の来訪での滞在時間割合（4条通以南・以北別）

夏季

冬季
平常

凡例
10分～1
時間

1～2
時間

2～3
時間

3~4
時間

4～5
時間

n=9,404

n=25,943

n=8,446

n=22,784

※滞在時間が10分以上5時間未満のユーザーと対象とし
各ユーザーの総滞在時間を滞在回数で除して平均滞在時間として算出した。（R4.7.8-9のデータより集計）

62.6%
54.2% 54.4% 55.3% 56.6%

14.5%
20.0% 18.2% 19.1% 21.6%

10.8% 13.5% 14.3% 14.2% 6.7%

8.0% 5.7% 5.6% 6.6% 12.3%

4.1% 6.7% 7.5% 4.9% 2.9%
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20%

30%
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70%

80%

90%

100%

20代 30代 40代 50代 60代

10ｍin～1h 1h～2h 2h～3h 3h～4h 4h～5h

年齢別滞在時間構成比（夏季：日平均（2022.7.8-9））

年代別
平均滞在時間

1時間21分 1時間28分 1時間22分 1時間21分 1時間17分

■１度の来訪での滞在時間割合（年代別）
※日平均，かつ滞在時間が10分～５時間未満の割合のみ記載
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■４区画を回遊するトリップの上位15位
（2022.7全日平均）

※合計３つ以上の区画を回遊するトリップを集計対象とした。
※５区画を回遊するトリップでは，サンプル数が少なくなるため
４区画の回遊するトリップについて集計を行っている。

0 20 40 60 80 100

s1-s2-s1-B

B-s1-s2-s1

A-s1-s2-s1

s1-s2-s1-A

B-s2-s1-s2

s2-s1-s2-B

s2-s1-s2-s3

B-s2-s1-B

s3-s2-s1-s2

s2-s3-s2-s1

s2-s1-B-s1

A-B-A-s1

s1-s2-s3-s2

s2-s1-A-s1

B-D-B-s1
合計トリップ数

消費や滞在を促す機能の低下

上位15位は全
て駅前周辺に
滞在するト
リップが独占

■駅周辺区画
S1：イオン旭川駅前
S2：旭川駅構内
S3：バスロータリー

• 複数の街区を回遊するトリップの多くは駅前（宮下通～２条）の街区内に収まっている。

• 駅前ホテル滞在者も，駅前から１条付近が移動範囲の中心となり，エリア全体への回遊が少ない。

• ４条以北滞在者は，さんろく街をはじめ，駅前の大型商業施設まで回遊している。

• 大型商業施設が立地する駅前～２条の街区に滞在が集中している。

• 駅前周辺の滞在者の多くは遠くの区画まで回遊せず，1～2条くらいまでしか移動しない。

■駅前ホテル滞在者の移動軌跡
2022.7月全日の位置情報（185,882ログ）

■４条以北滞在者の移動軌跡
（2022.7全日）

イオン旭川駅前

さんろく街

OMO7旭川

ドーミーイン旭川

アートホテル旭川 旭川トーヨーホテル
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徒歩 自転車 自動車

１. エリア分析結果について 7

消費や滞在を促す機能の低下

*エリア間の移動手段は出発から到着までの所要時間から判定
*所要時間はエリアの重心間距離に迂回率1.3を乗じた数値により算出

駅前エリア滞在者 15,390人・日/月
駅前～官庁 約1,063m
駅前～7･8条 約1,039m
駅前～文化 約1,383m
北の３エリアの来街割合４％＝(73+348+223)/15,390

1km 駅前エリア滞在者の
うち北の３エリアの
来街者は４％程度

• 駅前エリアと買物公園北側のエリア（常磐公園内の文化施設，7～8条，官庁エリア）を往来するトリップは、駅前エリア滞在者の約

４％程度と僅かではあるが移動がある。

• 駅前から各エリアへの移動手段は自転車が２割、徒歩が6割程度である。

■駅前エリアと北側各エリア間を移動する際の手段の割合
※2022年7月1ヶ月間で1時間以内にエリア間を移動したトリップのみを記載
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• いずれの駐車場においても約300mの円

の中に滞在の軌跡が集中している。

➢ 買物公園エリアの南北の移動は「人が歩

いてもいいと感じる300m」を超えてい

るため，回遊が少ないと考えられる。

消費や滞在を促す機能の低下

2022.7月 412,442ログ

１条通り沿い施設併設駐車場 滞在者の軌跡 買物公園6条沿い平面駐車場 滞在者の軌跡

2022.7月 140,943ログ

図上の軌跡は，徒歩のほか自動車の軌跡も含まれる

【人間の意識の中にある歩行距離】
• 人間の距離評価は，心理的条件によって左右さ

れ，人によって感じ方は異なるが，歩行距離の

限界や徒歩圏の大きさの目安が，既往レポート

に示されている。

◆人が歩いてもいいと感じる距離 ：300m程度

◆目的地まで歩いてもよいと感じる距離

：500ｍ程度

◆バスなどの代替手段が必要と感じる距離：

：600m以上

約300ｍ

約300ｍ

国土交通省資料より
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滞留・滞在者が少ない
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• 官庁エリア滞在者は男性に比べて女性の方が買物公園に来街する割合が高い。

• 冬になると官庁エリアから買物公園エリアへの来街する割合が減少する。

• 冬季イベント時は通常時に比べ多くの通行がある。

• 夏季も冬季も女性の方が立ち寄り割合が高い。

• マルカツ前は夏冬で通行量の差はないが，４条・６条では冬季に減少する。

➢ 冬季イベント時にも集客できるポテンシャルがあるものの，日常的な来街に結

び付いていないと考えられる。
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87.2%

82.6%

89.7%

67.1%

85.3%

0% 50% 100%

夏季全体

冬季全体

夏季男性

冬季男性

夏季女性

冬季女性

来訪 非来訪

官庁エリア（市役所・中央警察署周辺）での就業前後に
買物公園エリアに来街した，または非来街の割合

*1日の中で累積3時間以上「官庁エリア」に滞在した個人を就業者と判断
*「官庁エリア」に来街した日に10分以上「買物公園エリア」に滞在した個人数・日を集計

0

5,000

10,000

断面A 断面A 断面B 断面B 断面C 断面C

夏季 冬季イベント時冬季

■各断面の方向別通行量（日平均）

（人）

マルカツ前

■官庁エリア滞在者の買物公園立ち寄り有無

4条ローソン前

6条Times前

マルカツ前

6条Times前

マルカツ前

4条ローソン前

6条Times前

マルカツ前 4条ローソン前 マルカツ前4条ローソン前 6条Times前 6条Times前

写真挿入
（市より借用予定）

夏季 冬季

夏季と比べ通行量が減少

出典：旭川市HP

4条ローソン前

出典：旭川市撮影



１. エリア分析結果について 10

• 買物公園エリアによく訪れる人は公共交通機関を利用する傾向にある。

• 官庁エリアからの来街は，帰宅時の17時以降に着目すると，軌跡がバス通りに集中している。

• 官庁エリアに滞在していた非来街者の軌跡は広範囲に点在している。

➢ 来街時の移動手段が、買物公園エリアへの来街機会や立ち寄りに影響していると考えられる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

JR

バス

タクシー

自家用車

自転車

徒歩

その他

買物公園来訪時の移動手段（よく訪れる）

若年層

中年層

高齢層

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

JR

バス

タクシー

自家用車

自転車

徒歩

その他

（たまに訪れる）

若年層

中年層

高齢層

非来街 932人･日/月
来街 290人･日/月

*1日の中で累積3時間以上「官庁
エリア」に滞在した個人を就
業者と判断

*「官庁エリア」に来街した日に
10分以上「買物公園エリア」
に滞在した個人数・日を集計

1条7丁目，1条8丁目バス停
の周辺に多く滞在
→公共交通を利用

若年層：n=28 / 中年層：n=106 / 高齢層：n=58

若年層：n=60 / 中年層：n=237 / 高齢層：n=149

4条8丁目バス停の周
辺に多く滞在
→公共交通を利用

滞留・滞在者が少ない

■官庁エリアに滞在した来街者の軌跡
※2022年7月1ヶ月間のデータのうち17時以降のみを記載



88.2%
76.2%
74.6%

84.4%
75.0%

84.4%
62.5%

97.6%

11.8%
23.8%
25.4%

15.6%
25.0%

15.6%
37.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旭山動物園n=586

市内スキー場n=21

旭川駅駅周辺・北彩都ガーデンn=338

大雪クリスタルホール・旭川市民文化会館n=32

旭川市科学館（サイパル）・旭川市博物館n=44

道北アークス大雪アリーナ・旭川市リアルター夢りんご体育館n=32

旭川デザインセンターn=8

その他n=327

来旭者の買物公園の立ち寄り

１. エリア分析結果について 11

• 旭川デザインセンター来訪者のうち約４～５割は買物公園に立ち寄っている。

• 旭山動物園の来園者のうち買物公園に足を運んでいるのは約１割である。

• 周辺エリアにある「旭川駅周辺・北彩都ガーデン」の滞在者のうち買物公園に足を運んでいるのは約２割である。

92.9%
75.0%

86.4%
65.3%
65.3%

59.2%
47.6%

99.3%

7.1%
25.0%

13.6%
34.7%
34.7%

40.8%
52.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旭山動物園n=2,532

市内スキー場n=192

旭川駅駅周辺・北彩都ガーデンn=1,109

大雪クリスタルホール・旭川市民文化会館n=147

旭川市科学館（サイパル）・旭川市博物館n=173

道北アークス大雪アリーナ・旭川市リアルター夢りんご体育館n=125

旭川デザインセンターn=84

その他n=568

買物公園来訪せず 来訪あり

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

旭山動物園

市内スキー場

旭川駅駅周辺・北彩都ガーデン

買物公園

大雪クリスタルホール・旭川市民文化会館

旭川市科学館（サイパル）・旭川市博物館

道北アークス大雪アリーナ・旭川市リアルター夢…

旭川デザインセンター

その他

来旭者の立ち寄り先

その他道内 道外

【複数回答】道内 道外

道内

道外

その他道内n=1,292
道外n=3,885

（参考）来街者層やエリアの特徴

道北アークス大雪アリーナ・
旭川市リアルター夢りんご体育館



１. エリア分析結果について 12

20代男性
（N=66人･日/月）

さんろく街以外に買
物公園2～3条に滞在
または回遊

30代男性
（N=148人･日/月）

さんろく街に集中し
て滞在し，買物公園
での滞在・回遊は比
較的少数

• さんろく街で飲食をしている20代・30代・40代を比較すると，20代・40代に比べて30代は軌跡の分布が狭い。

（参考）来街者層やエリアの特徴

40代男性
（N=92人･日/月）

さんろく街以外に買
物公園エリア全体に
滞在または回遊

1日の中で累積1時間以上「さんろく街エリア」に滞在した個人を飲食店利用者と判断

■年代別のさんろく街エリアで飲食店を利用した来街者の軌跡



１. エリア分析結果について

（参考）来街者層やエリアの特徴

13

• 20代・60代ともに１～４条間の滞在構成比が50％以上を占めている。

• 買物公園エリアに滞在した20代と60代を比較すると，60代の4～8条間の構成割合は20代と比べ

約10％多い。

10.1% 8.2%

7.1%
5.3%

19.6%
19.3%

22.5%

15.7%

10.6%

7.4%

11.0%

12.8%

7.2%

12.9%

5.9%
9.6%

3.5% 5.6%
2.6% 3.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

20代 60代
イオン旭川駅前 旭川駅 宮下通-1条 1－2条 2－3条

3－4条 4－5条 5－6条 6－7条 7－8条

北側

南側

旭川駅

イオン
旭川駅前

1条

2条

3条

4条

5条

6条

7条

8条

※第4回あり方検討会議時の16区画について，東西方向に隣り合う区画の
滞在人口を合算し，通り会ごとの滞在状況として示す。

※買物公園平和通の通行人口を含むと通行量差による影響が想定されるため
街路空間は集計対象とせず，各街区内に滞在するユーザーを集計した。

宮下通

■年齢別滞在区画構成比（2022.7全日平均）

31.3%
19.2%



5.5%

7.8%

29.1%

32.7%

25.3%

29.1%

20.0%

16.9%

11.7%

7.7%

5.0%

3.6%

2.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代

60代

0区画 1区画 2区画 3区画 4区画 5区画 6区画 7区画 8区画 9区画

１. エリア分析結果について 14

• 20代は買物公園の施設・店舗を回るような過ごし方が，60代と比べて多い。

• 買物公園エリア来街時に過ごした場所においても，若年層は中年・高齢層と比べ「施設店舗を何か所か回る，はしごをする」過ごし

方の割合が高い。

※第4回会議資料からイオン旭川駅前店，旭川駅を加えた18区画として集計実施。

■年齢別回遊区画数の構成比（2022.7全日平均）

3区画以上 約30%

3区画以上 約40%

（参考）来街者層やエリアの特徴

0% 20% 40% 60%

1つの施設店舗、同じ場所で過ごした

施設店舗を何か所か回る、はしごをした

買物公園の屋外を歩き回った

買物公園の屋外で座ったりした

買物公園来街時に過ごした場所

若年層

中年層

高齢層

子ども同伴

【複数回答】

若年層：n=88 / 中年層：n=343 / 高齢層：n=207

市内８町



１. エリア分析結果について 15

• 市内8町の来街者は「わくわく感があり，楽しめる場所」などが来街喚起への期待になっている。

• 道外来街者は屋外空間の質を高めることなどが来街喚起への期待になっている。

0% 10% 20% 30% 40%

【誰もが安心して過ごせる場所になるとよい】

【自分自身が安心して過ごせる場所になるとよい】

【歩くだけでなく屋外で過ごしたいと思える場所】

【雰囲気がよく気持ちが落ち着ける場所】

【わくわく感があり、楽しめる場所】

【買物公園ならではと思える】

【移動やアクセスをよくする】

もっと訪れたいと思える買物公園にするため，どんな場所になると
よいか（旭川市・８町／たまに訪れる）

若年層 中年層 高齢層
0% 10% 20% 30% 40%

【誰もが安心して過ごせる場所になるとよい】

【訪れる人が自由に好きなことができる場所】

【歩くだけでなく屋外で過ごしたいと思える場所】

【雰囲気がよく気持ちが落ち着ける場所】

【わくわく感があり、楽しめる場所】

【買物公園ならではと思える】

【屋外で過ごしやすい空間を作る】

【移動やアクセスをよくする】

（道外からの買物公園来街者／宿泊有無別）

市内宿泊 市外宿泊 日帰り

【複数回答】【複数回答】※回答20%以上の選択肢を表示 ※回答20%以上の選択肢を表示

（参考）来街者層やエリアの特徴



0% 10% 20% 30% 40% 50% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

若年層
中年層
高齢層

１. エリア分析結果について 16

若年層：n=242 / 中年層：n=138 / 高齢層：n=195

【複数回答】道外

• 「買物をする」・「食事をする」はどの属性においても割合が高い。

• 市内８町以外の道内や道外からの来街者は，買物・食事のほか「街歩き・散策」して過ごす割合が市民より高い。

若年層：n=169 / 中年層：n=208 / 高齢層：n=239

（参考）来街者層やエリアの特徴

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買物をする

食事をする

お土産を探す、購入する

ナイトタイムを楽しむ

カフェなどでお茶をする

外のベンチやテーブルで飲食をする

旭川ならではの食事やコンテンツを楽しむ

イベントや体験会などに参加する

習い事に通う

友達や常連客に会いに行く

地域の人と出会いに行く

家族や友人と出かける

近所の友人と集まる

子どもを遊ばせる

カラオケに行く

eスポーツをする

ウインドーショッピングをする

読書をする

休憩

景色や緑を感じる

通勤・通学の通り道になっている、帰宅時に立ち寄る

ウォーキングや散歩

ランニング

買物公園の近くに宿泊場所があった

ツアーなどの自由行動で訪れた

街歩き・散策

会議・打合せをする

仕事関係でおもてなしをする／受ける

その他

買物公園での過ごし方
その他道内

若年層：n=88 / 中年層：n=343 / 高齢層：n=207

市内８町



２. 未来ビジョン構成案について 17

ア．買物公園に対する想い・期待，ありたい姿

◆買物公園に対する想い・期待

①旭川らしい文化
の醸成・発信

・旭川らしい取組を象徴
する拠点へ

・デザイン創造都市の発信
・ストリート文化の醸成

⑤使いこなせる空間

・地域の熱い想いが
溢れる買物公園へ

・簡易な利用手続き
・地元商店街等の連携

③日常的に憩える空間

・街路樹の木陰を活かす
・人の視線を気にせずに
憩える滞在空間へ

・子ども連れが通える
エリアへ

④チャレンジできる土壌

・新しい担い手の発掘
・人のつながりを創出
・事業者が開業したいと
思える土壌づくり

ストリート文化やデザ
イン創造都市としての
ブランディング，ス
トーリーを対外的に発
信し，若者やアーティ
ストなどを引き付けた
い。

食の充実したエリアや
7条緑道をはじめとし
たみどり，おしゃれな
個人店など，今ある条
ごとの魅力や資源を保
全・強化・活用し，来
訪者に体験・体感して
ほしい。

（今年の酷暑など今後
の気候変動などに対応
できる）居心地の良い
木陰を活かした休憩・
滞在空間を設けたい。
かつての子どもたちが
遊んでいる空間を取り
戻したい。

沿道の空き店舗や低未
利用地などと新たな担
い手をうまくつなげて，
新規事業者がチャレン
ジ・開業したくなる土
壌をつくりたい。

買物公園内やその周辺
で，利用可能な公共空
間が皆に認知され，魅
力向上のために使いた
い人たちがいつでも使
いこなせるような空間
にしたい。

②魅力資源の活用

・食の充実
・緑のネットワーク
・個人でも楽しめる様々な
目的地

・雰囲気の良い個人店



18２. 未来ビジョン構成案について

◆買物公園におけるまちづくりの問題点，課題
来街機会や目的が乏しい

〇魅力的な個人店やスポットが
認識されていない

〇情報発信していても，市民や観
光客等にうまく届いておらず，
来街に結びついていない

〇学生や子どもの滞在や活動
がほとんど見られない（かつて
は見られた）

〇沿道建物やインフラの老朽化

・駐車場などの低未利用地が沿道に
面することにより魅力が低下

・大型商業施設の閉店など、目的と
なる施設が減少し，来街者を逃し
ている

消費や滞在を促す機能の低下

〇グランドレベルを含めて，未利用地
（空地，空室）が増加し，活力が低下
している

〇新規のイベントや取組が実現しにくい
〇何ができるか，どこを活用できるのか
分からない（管理者も不明）

〇沿道の魅力や期待感が低い

・周辺エリアからの寄り道先としての来街が
多く滞在時間が短い

・大型商業施設等が少ない４条以北の滞在時
間が短い

・駅前～2条に滞在者が集中し回遊がエリア
全体に広がらない

・駅前周辺の滞在者は4条以北の滞在者に比
べ，回遊範囲が狭い

・買物公園エリアの南北の移動は「人が歩い
てもいいと感じる距離」を超えるため回
遊が少ない

・自動車来街者の回遊範囲は駐車場を中心と
して広がりがあまりない

滞留・滞在者が少ない

〇樹高が高い緑道付近は木陰が多
いが，樹木が低い南側は木陰が
少ない

〇子育て世代向けの設備が少ない
（授乳室・オムツ替え）

〇バス待ちなど，ちょっとした時
間をつぶせる場所がない

・冬季にも集客できるポテンシャル
があるが，日常の来街に結びつい
ていない

・来街時の移動手段が来街機会や立
ち寄りに影響している

ア．買物公園に対する想い・期待，ありたい姿

前
回
ま
で
の
検
討
会
議
意
見
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
よ
り

エ
リ
ア
分
析
結
果
よ
り



２. 未来ビジョン構成案について 19

◆買物公園の将来ありたい姿

・居心地の良い道路空間に人が集まり，公園のようにいつでもくつろぎ，使いこなせる

・チャレンジを誰もが応援する商いの雰囲気

・旭川ならではの「デザイン創造性」・ヒューマンスケールで，コンパクトなエリア（条）のつながり

・市民や来街者が通い続ける・アジャイル（いい方向に変えていく）文化

“条”ごとの溢れる魅力が連なる買物公園（仮）

＜将来ありたい姿に結びつけたいキーワード＞

買物公園の“条”によって分かれる街区の魅力や，事業者や地元の方の“情（想い）”が連なるとともに，
買物公園エリアの人と人とがつながり，魅力を増し，発信することで，

市民や観光客など多様な来街者の体験・体感が増え，訪れてみたい・また訪れたいが生まれ続けるエリアを目指す

・全国初の歩行者専用道路（安心して歩ける）

・ひとの顔が見え，互いにつながれる物理的・心理的な距離感

ア．買物公園に対する想い・期待，ありたい姿



20２. 未来ビジョン構成案について

イ．まちづくりの方針・今後の戦略と取組方針

みどり・木陰
旭川の顔となるエリア

体験型消費の活発化

日常的に集う・通う

子どもが遊んでいる

個性的な店の集積

空家等のストック利活用

条ごとの強み，人同士のつながり強化モビリティの導入

ストリート音楽

官民連携体制の構築

雇用促進

若者が発信している

ﾃﾞｻﾞｲﾝ創造都市

ストリートスポーツ

暮らしの＋１
（目的を増やす）

①旭川らしい文化に溢れた
イケてるエリア

デザイン創造都市やストリー
ト文化，地域の魅力資源が効果
的に発信され，ここにいればイ
ケてると思われるエリアを目指
します。

＜ Key Word ＞ ＜ Key Word ＞ ＜ Key Word ＞

②市民や来街者が行きたい
・回遊したいと思うエリア

若者・子育て世代・高齢者・
観光客など多様な人たちにとっ
て快適で，季節に応じた居場所
となり，隣り合う条同士がつな
がり・連携することで，行きた
い・回遊したいと思われるエリ
アを目指します。

③事業者やプレイヤーの想いが
自由に実現できるエリア

公共空間やオープンスペース
等が活用しやすくなり，事業者
（企業）や空間等を利用したい
人がやりたいことを自由に実現
できるエリアを目指します。

◆買物公園エリアにおけるまちづくりの方針

季節への対応

条同士のつながり強化

事業承継おしゃれな街並み



21２. 未来ビジョン構成案について

◆買物公園エリアにおけるまちづくり戦略・取組

【短期】

〇滞在空間の整備・増設

・人目が気にならない滞在空間

・10～15分時間をつぶせる場所

〇授乳室等として利用できる店舗を

増やす

◆滞在が集中するゾーンからの回遊

（移動）を促す仕掛けづくり

【中長期】

〇◆移動を促進するエリアを回遊

できるモビリティの導入

◆交通結節点・滞在が集中する

ゾーン・駐車場等にモビリティ

ハブの設置（乗換できる場所）

◆道路の自転車走行空間・利用環境

の確保・整備

◆デザイン創造都市ならではの

滞在空間の創出

等

②滞在機能強化・回遊性向上①効果的な情報発信

【短期】

〇◆情報発信を活用した新たな
目的地づくり
・周遊マップ
・SNS・HP等の運用
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞの設置

○△空き家・空き店舗・未利

用地等の活用可能な空間の

情報発信

◆交通結節点における

エリア情報の発信

◆おしゃれな個人店等の魅力

ある店舗のプロモーション

促進

〇（仮称）お知らせツアー
・空き店舗ツアー
・公共空間案内ツアー

【中長期】
◆周辺エリア滞在者への

  来街を促すプロモーション

等

【短期】

〇チャレンジショップ等の新

規出店者支援

〇新規出店意向のある事業者

と空き家・空き店舗・未利

用地等の活用可能な空間

のマッチング

○◆沿道店舗やイベントの

活動等の支援

〇△◆事業者による空き店

舗・低未利用地等の暫定的

な利用の促進

【中長期】

〇簡易な利用申請で使える公

共空間の活用

等

③チャレンジできる
仕組みづくり

【中長期】

〇◆沿道建物のルール

・統一した街並み

・グラウンドレベル戦略

・建替促進

〇未利用地の利活用

◆屋内におけるオープン

スペースの設置

等

④ブランディングされた
街並みづくり

イ．まちづくりの方針・今後の戦略と取組方針

凡例：
〇検討会議・フィールドワーク意見交換， 
△建物のグラウンドレベルの調査，
◆エリア分析（人流データ，アンケート）



22２. 未来ビジョン構成案について ※別紙参照

ウ．社会実験時のエリア戦略



◆エリアプラットフォームは何をする・何ができる？

３. エリアプラットフォームについて(目的・体制） 23

〇未来ビジョンの策定

・エリアの未来ビジョンの策定

・ビジョンの実現に向けた取組の共有

〇隣近所のことを知ることができる

・他の団体の活動がよく分かっていない

・エリアにどんな人(人材)がいるか分かっていない

〇お互いに協力し合える環境をつくる

・イベント等お互いにメリットや目的が一致するなら協力

して実施する

〇「やりたい」と思う気持ちを育てる

・エリプラに参加することで自発的な活動意欲を醸成する

〇エリアに関心のある人が集まれる

・新たなプレーヤーを発掘する

将来像実現に向けた『仲間とつながる場』

※国交省「まちづくりの可能性を広げるエリアプラットフォーム」より抜粋



◆（仮称）買物公園エリアプラットフォーム

【目的】

買物公園エリアの未来ビジョンを策定し，ビジョン実現に向けた取組

を共有していくこと。

【取組内容】

エリア内の情報や取組について話し合う場，自発的な活動や関わり

合いの意識を醸成する場＝ゆるくつながる場として，組織体の設置

◎(仮)買物公園エリプラ会議の開催

・エリアの取組などの情報や現状の課題の共有し，事業者間で協力・

連携できることなどの検討

・R6社会実験やその後の実装化に向けて協力できることの確認

・ビジョン実現に向けた取組の共有

⇒来街促進・滞在機能向上(目的づくり）

⇒回遊促進

●当初エリアプラットフォーム活動方針（案）

●エリアプラットフォーム目的・取組（案）

24

●エリアプラットフォーム体制イメージ

地域の
団体

地域の
事業者

行政

機関

地域で
活動する
個人など

関係性が

希薄な部分

取組へ

機運醸成

自発的な

取組・活動

今後を担う
若者中心

事業ごとに

プロジェクト制

(R6社会実験)

エリア外
の人材も

ゆるくつながる

３. エリアプラットフォームについて(目的・体制）

・構成メンバーの新加入･脱退（出入り自由）

・ディレクター（コーディネーター）との協議

・エリプラ自体は，基本的に事業主体にならない

・事業については官民問わず，各事業主体が実施

・エリプラ内の共同で事業を実施する場合は，プロジェクト制にて実施

・常にアップデート



４. 今後のスケジュールについて

第１回
【5月29日開催】

第6回
(12月19日開催)

第5回
(10月23日開催)

第4回
（9月8日開催）

第3回
【7月28日開催】

第2回
【6月29日開催】

第8回
(3月)

第7回
(1月中～下旬)

未来ビジョンプラットフォーム 調査･分析R6社会実験時期／主な項目

動態調査
WEBアンケート
ヒアリング

課題抽出

対策･施策の検討
未来ビジョン素

案

ロードマップ作成

あり方検討会議

計画準備

あり方検討会議スケジュール(予定)

未来ビジョン
とりまとめ

計画書
とりまとめ

エリアプラット
フォームの構築

会議の目的
今後のスケジュール

策定の目的
プラットフォームの

目的･役割
実験の目的

先進事例等の紹介
R5体験会内容提示

買物公園位置付け
既往の取組整理

未来ビジョン素案
議論

将来像のイメージ

エリアの区分化・
取組，現状分析

エリア分析内容提示
フィールドワーク報告

エリアプラット
フォーム組織構成案 

既出意見の
ビジョン化

実験の内容①
(何をどこでするか)

取組施策
未来ビジョン概案

実験の内容②
(体制・検証効果)

エリアプラットフォー
ム組織 (役割分担)

課題等
踏まえ

社会実験計画案

事例等の紹介
R5体験会結果報告

分析データから得た
課題への議論等

施策等の検討

エリアプラット
フォームについて

エリアプラット
フォームの役割

構成員
役割確認

エリアプラットフォー
ム組織 (規約確認)

施策に
反映

あり方検討会議
→エリプラ会議

25



４. 今後のスケジュールについて

【未来ビジョンの取組・エリアプラットフォームの推進体制】
１. 前回までの検討会議の振り返り
２. 未来ビジョン（素案）について
３. エリアプラットフォームの規約（案）について
４. 未来ビジョンの実現に向けた社会実験案について

【買物公園での取組・施策（案）・エリプラ役割・社会実験について】
１．エリア分析結果について
２．未来ビジョン（構成案）について（エリアの将来像・戦略・社会実験）
３．エリアプラットフォームについて

【未来ビジョン概案，エリプラ役割分担，社会実験について】
１．前回までの振り返り（エリプラ役割・未来ビジョン作成・社会実験内容について）
２．未来ビジョン（概案）について
３．エリアプラットフォームについて（組織案）
４．未来ビジョンの実現に向けた社会実験（実施案）について

第５回

10月

第６回

12月

第７回
１月

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
構
成
案

エ
リ
プ
ラ
体
制

ビ
ジ
ョ
ン
概
案
・
エ
リ

プ
ラ
役
割
・
社
会
実
験

第８回：エリプラ組成，未来ビジョンまとめ，社会実験計画（案）まとめ 等

ビ
ジ
ョ
ン
素
案
・
エ
リ

プ
ラ
規
約
・
社
会
実
験
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